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コグトレについて（参考までに） 

コグトレ®とは？ 

Cognitive 〇〇 training＝認知〇〇トレーニングの略称で、子どもたちが学校や社会で困らないために、社会面（認

知ソーシャルトレーニング）、学習面（認知機能強化トレーニング）、身体面（認知作業トレーニング）という 3 方面から

子どもを支援する包括的プログラムです。 

 

コグトレで何をするの？ 

コグトレで楽しみながら「見る」「聴く」「覚える」「想像する」など学習の基盤となる認知機能を強化したり、身体面（身

体的な不器用さ）や社会面（対人スキルの向上）をはかったります。 それにより子ども達の不適応を未然に防ぐことを

ねらいとします。 

 

コグトレで子どもたちがどう変わるのか？ 

認知機能が低いために学習につまずいていた子ども達や身体的不器用さがある子ども達は、自己肯定感が低下し、あ

らゆる二次障害のもとになっていました。コグトレをたとえ 1 日 5 分でも継続的に取り組むことで認知機能が大きく改

善し、学習や運動面で「できる、できた」という達成感を味わうことで、笑顔とやる気を取り戻すことができました。発達

障害の子どもが多くいる医療少年院でのエビデンスが報告されています。 

 

コグトレの対象となる子どもたちは？ 

～学校で困っている子どもたちの様々な行動～ 

・感情のコントロールができずにすぐにカッとなる ・集中できない ・自信がない 

・集団行動ができない ・コミュニケーションがうまくいかない ・忘れ物が多い  

・勉強のやる気がない  ・やりたくないことをしない ・じっと座っていられない  

・先生の注意を聞けない  ・その場に応じた対応ができない  

・いやなことから逃げる ・漢字がなかなか覚えられない など 

 

●認知機能の弱さ・・見る力、きく力、想像する力が弱

く気づき少ない 

 

 

 

 

 

●感情統制の弱さ・・自分の心の中で何が起こってい

るのか分からない、感情が未分化 

・感情の言語化が苦手、すぐにカッとなる 

・ストレスを抱え込んでしまう 

 

 

 

 

●融通のきかなさ・・思考が固い、多くの選択肢が持

てず、問題解決力が弱い 

・何も考えずに思いつ 

きでやっているように 

うに見える 

・一つのことを考える 

と周りが見えなくなる 

・予想外のことに弱い 

●不適切な自己認知・・自分を正しく評価できない、

自分の問題点は分からない 

・自己評価が高すぎ、低すぎ 

・他人の欠点ばかり責める 

 

 

 

 



●対人スキルの乏しさ・・適切な対人認知ができな

い、会話についていけない 

 

 

 

 

 

 

身体的な不器用さ・・自分の体の動きが予想できな

い 

・手先が不器用、 運動が苦手、物をよく壊す 

・力加減が苦手 

 

 

 

コグトレのプログラムは？ 

 コグトレのプログラムの構成    

                   

                                    

 

 

 

 

この３つのトレーニングのうち、「認知機能強化トレーニング」について取り上げます。３つの中で、全ての行動の基盤で

もあり、教育・支援を受ける土台でもあるのが「認知機能」になります。 

 

この認知機能が弱いと・・・ 

○みる力が弱いと？   

・学習面では文字や行の読み飛ばしが多い、漢字が覚えられない、黒板の字を写せないなど。 

・周囲の状況や空気が適切に読めないため、仲間はずれにされた、自分だけ損した、自分だけ怒られる等、被害感や

不公平感を募らせることも 

 

○きく力が弱いと？ 

・先生の長い指示の一部しか聞き取れず、その後どうしていいかわからずキョロキョロしたり、ボーッとしたり不真面目

に見える。「はい」というが、「どういうこと？」と聞き直すと正確に答えられない。 

・ふざけている、やる気がない、嘘をつくと思われる。 

 

○見えないものを想像する力が弱いと？ 

・時間の概念が弱くなり、「昨日」「今日」「明日」の 3 日間の世界しか想像できない。「○日後の○○があるから頑

張ろう」といった具体的な目標を立てるのが難しい。 

・目標がないとひとは努力しなくなる。努力しないと、成功体験がないため、自信がもてず自尊感情の低下につなが

る。また、「人の努力が分からない」ことにもつながり、人が努力して買った物を平気で盗ることも起きてしまう。 

・今これをしたらこの先どうなるだろうといった予想が立てられず、そのときがよければよいなど周りの状況に流されて

しまう。 
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〇それぞれのプリントと関連する分野、認知機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



評価は？ 

 

1日 5分ほどの短時間のトレーニングです。定期的に長期にわたる取り組みの必要はあります。 

評価は、生徒の個別指導計画で表記されている「教育目標」となる姿に近づいたかを、日常の姿を通して評価すること

になります。 

下に表したように、コグトレは、たくさんある支援の一つであり、機能面にアプローチするものです。 

 

 

 

 

 

                                                                     【支援】 
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落ち着きがない 

すぐにキレる 

勉強が苦手 

対人関係の問題 

さまざまな不適応 

みる、きく、想像する 

などの認知機能的問題 

心理・行動的アプローチ 

【ほめる・自信をつけさせる、ルールを作る・短い言

葉で伝える・スモールステップ】 

機能的アプローチ 

【認知機能強化のためのトレーニング・コグトレなど】 


